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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15年 4月 25日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　　　　　　　　　　　　記

１．16年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 15年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 4月 25日 発表）

22,000 250 250

今回修正予想(Ｂ) 22,824 211 200

増減額(Ｂ－Ａ) 824 △ 39 △ 50

増減率 3.7 △ 15.6 △ 20.0

前期（平成14年 9月中間期）実績 20,598 △ 3,917 △ 4,227

２．16年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 16年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 4月 25日 発表）

45,000 650 600

今回修正予想(Ｂ) 45,800 650 600

増減額(Ｂ－Ａ) 800 0 0

増減率 1.8 － －

前期（平成15年 3月期）実績 42,571 △ 4,485 △ 5,360

３．16年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 15年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 4月 25日 発表）

19,500 150 150

今回修正予想(Ｂ) 20,110 90 86

増減額(Ｂ－Ａ) 610 △ 60 △ 64

増減率 3.1 △ 40.0 △ 42.7

前期（平成14年 9月中間期）実績 18,257 △ 1,922 △ 7,635



４．16年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 15年 4月 1日 ～ 平成 16年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 15年 4月 25日 発表）

40,500 400 390

今回修正予想(Ｂ) 41,000 400 390

増減額(Ｂ－Ａ) 500 0 0

増減率 1.2 － －

前期（平成15年 3月期）実績 37,916 △ 2,047 △ 7,761

５．理　　由

　当社グループは、売上高の急速な回復が見込めないことを前提に、益転化の諸施策をグループ一
丸となって推進し、さらにグループ全体の意識改革を推進し生産性向上を図るとともに、安定的需要
のある既存の製品をベースに、高付加価値の新製品を加え、より一層の利益拡大を図ってまいりまし
た。
　この結果、営業利益は当初予想を超える796百万円（当初予想600百万円）となる見込みであります
が、経常利益及び当期純利益につきましては、期末の急激な円高による為替差損203百万円の発生
により、単独・連結業績予想の修正を行うものであります。
　下期につきましては、為替及び価格競争の激化は予断を許さない厳しい状況にありますが、生産革
新運動をはじめとした益転化の諸施策により、恒常的な黒字化が定着してきたことから、上記中間期
為替差損をカバーし、通期の経常利益、当期純利益とも前回予想どおりの利益を予想しております。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ
て予想数値と異なる場合があります。
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